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Advanced Course of Nursing Education 2 units

Keiko Sekido · Professor / Health Sciences

Target〉 看護教育の状況と課題を理解し，生涯学習の理論に基づいて効果的な看
護基礎教育および卒後教育の方法について探究する．

Outline〉 生涯学習の理論に基づいて生涯学習における学習者の特徴と，看護に
おける生涯学習の意義について講義する．国内外の生涯学習に関する文献を
取り上げながら，看護における生涯学習の状況と課題について解説する．さ
らに，生涯学習の理論をふまえて，看護基礎教育および卒後教育の効果的な
方法について，国内外の文献を紹介しながら検討を加える．

Keyword〉 lifelong learning, 看護専門職者, 卒後教育
Relational Lecture〉 “Nursing Education”(0.5), “Seminar/Practice in Advanced

Course of Nursing Education”(0.5), “基盤形成看護学特論”(0.5)

Notice〉 講義のみでなく，学生がプレゼンテーションする場や討論する場も設け
るので，積極的に参加し発言して欲しい．

Goal〉
1.生涯学習に関連する理論を知る．
2.生涯学習における学習者の特徴を理解する．
3.看護における生涯学習の意義について理解する．
4.看護における生涯学習の状況と課題を理解する．
5.効果的な看護基礎教育の方法を検討する．
6.効果的な看護の卒後教育の方法を検討する．

Schedule〉
1.ガイダンス
2.生涯学習とは何か
3.生涯学習に関連する理論について
4.生涯学習における学習者の特徴について
5.看護における生涯学習の意義について
6.看護における生涯学習の状況
7.看護における生涯学習の課題
8.看護基礎教育における効果的な教育方法について (文献検討 1) / 講義の
場合

9.看護基礎教育における効果的な教育方法について (文献検討 2) / 実習の
場合

10.看護の卒後教育における効果的な教育方法について (文献検討 1) / 職場
内教育の場合

11.看護の卒後教育における効果的な教育方法について (文献検討 2) / 集合
教育の場合

12.効果的だと思われる看護の教育方法についてプレゼンテーションを行う
(1) / 看護基礎教育の講義の場合

13.効果的だと思われる看護の教育方法についてプレゼンテーションを行う
(2) / 看護基礎教育の実習の場合

14.効果的だと思われる看護の教育方法についてプレゼンテーションを行う
(3) / 卒後教育の場合

15.プレゼンテーション内容に対する総合討論と評価
16.レポート作成

Evaluation Criteria〉 出席，授業への参加態度，レポートによって総合的に評価
する．

Textbook〉 教科書は使用しない．必要時，適宜プリント等資料を配布する．
Reference〉 授業の進度にあわせて，適宜紹介する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216970
Contact〉
⇒ Sekido (+81-88-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)

— 1 —

http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/60175/profile-en.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216970
mailto:sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp

